
１ 

 

 

   
 

 

今も輝いている 可能性いっぱいの子どもたちのために 

                                                        校長 小黒 裕子 

夏休みの夕方、研修から戻ってきた私は、汐入公園で子ど 

もたちの姿を見て、うれしくなりました。他に誰もない公園で４ 

年生の 2人が「お花に水をあげてください」の看板を見て, 

花壇の花たちにお水をあげていたのです。大きなじょうろに水 

をたっぷり入れたものの、思いのほか重く、花壇までは遠かったようです。途中で交

代して運び、やっとの思いで水をあげました。私は近づいていって、「ありがとう。」と

声を掛けました。素直な気持ちで進んで行動していることが素 

敵だなと思いました。 

夏の教育課程研究委員会 総則のテーマは「すべての子どもが自らの可能性を

見いだす学びの実現に向けて」でした。教員はそれぞれ参加した協議会での学びを

共有することができました。これまでの教育活動の振り返りや人権・児童指導・安

全・不祥事防止等の様々な研修、この先の大きな行事や研究の準備もじっくり行う

ことができました。職員は、子どもたちが安心して学校生活ができ、活発に学べるよ

う、環境づくりに力を注ぎました。校舎内の床を磨き、障 

子を張り替え、壁のペンキを塗り替え、職員室のレイア 

ウトを変え、夏休み明けの給食再開の準備をするなど、 

様々な環境整備を行いました。業者の皆様にも給食 

調理室のエアコン設置に向けた工事や照明の LED化も行っていただいています。 

子どもたちはたくさんの宿題を終え、元気に学校に戻ってきました。この夏休みに

自分はどこが変わったか、これからどんな目標を立てるかをじっくり問いかけ、振り

返ったり新たな思いをもったりできるよう、スタートしました。また、子どもたちの居場

所である学校はどこが変わったか、これからはどんな学校であってほしいか、目に見

えることも見えないことも問いかけ、答えを聞いていきます。 

子どもたちが主役の学校です。自分の可能性を見いだす学びを実現できるよう、

周りの人の役に立つ、周りの人に喜んでもらえる「自己有用感」を大切に進んでい

きます。 

  9 月も残暑が厳しそうですが、今も輝いている可能性いっぱいの子どもたちのた

めに、今後とも本校の教育活動に皆様のお力をいただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 
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